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 9 月以降あまり暑い日もなく、そのまま秋になってしまった感じがします。今年も残すとこ

ろあと 3 か月になりました。医院の玄関横の小さな庭もハロウインの飾りを置いて、楽しい雰

囲気になっています。私事ですが、9 月はブドウやナシをたくさんいただき、秋の味覚を満喫

しました。ただ、日本の果物はアメリカやヨーロッパと比べて品種改良のためにかなり糖度が

高くなっています。食べ過ぎるとコレステロールが上がるので注意が必要です。食欲の秋を迎

えて体重も気になるところですが、よく噛んで食べることはダイエットにも繋がります。一口

30回噛むことを心がけましょう。 

 先月勉強会のため、東京に行きました。羽田から中野の会場まで土のあるところを通ること

はなかったのですが、昼食を食べるためにビルの外に出た時に虫が近づいてきました。デング

熱のことが頭をよぎり、思わず手で追い払いました。アフリカではエボラ出血熱が猛威を振る

っているようです。感染症と言えば身近なものではインフルエンザがあります。なぜ冬になる

と流行するかご存知ですか？冬場は日照時間が短く、陽射しも弱くなりますね。そうするとビ

タミン D の血中濃度が下がり、免疫力が低下するからです。ビタミン Dの濃度が低いとガンの

リスクが上がることも分かっています。日焼けを気にしすぎず、週に２，３回はお日様に当た

りましょう。また、今の時期からビタミンＤ をサプリメントで補っておくとインフルエンザ

や花粉症にも有効ですよ。 
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「〈佐賀のがばいばあちゃん〉に学んだがばい人生観」 

 島田洋七（しまだ ようしち）           

『致知』２００６年１１月号  特集「言葉の力」より 

 

  

漫才コンビ「Ｂ＆Ｂ」で 一世を風靡し、いまも幅広い活動を続ける島田洋七さん。その支えになっているのは、

幼き日、ともに暮らした佐賀の祖母の言葉だった。 

島田さんの心にいまなお残り、著書を通じて多くの人の心を つかむその言葉や人生観とは――。  

………………………………………………………………………………………………………………………………… 

  僕は広島で生まれて間もなく父親を原爆症で失い、母が居酒屋をやって一所懸命育ててくれていました。だ

けど家で留守番をしていると母が恋しくってねぇ。夜中に家を抜け出しては、スラム街を通って店まで母に会い

に行くものだから、母も心配になって、佐賀の田舎にいたばあちゃんのところに預けられることになったんです。

８歳の時でした。 

（――あぁ、そういう事情で） 

しかし、僕がばあちゃんに預けられたタイミングは最悪でした。女手一つで７人の子を育て上げたばかりで、

やっと肩の荷が下りたところだったんです。 

でもまだまだ貧しい時代でしょう。子どもたちも自分のことで精いっぱいでばあちゃんに仕送りできる余裕は

ないから、家計は当然苦しい。夕飯も食べられない日もあったくらいだった。 

だからばあちゃんにとって、育ち盛りの僕を預かるなんて、苦労を背負い込む以外の何ものでもなかった。で

もばあちゃんは、夫を亡くして懸命に働いている娘の辛さがよーく分かっていたから、断らなかったんです。 

 （――それがおばあ様との生活の始まりだったのですね） 

  ・  ・  ・  ・  ・ ・  ・  ・  ・  ・ ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

僕はある時ばあちゃんに、「うちって貧乏だけど、そのうち金持ちになったらいいね！」 

と言ってみたことがあるんです。するとばあちゃんはこう言うんです。  

「何言うとるの、貧乏には２通りある。暗い貧乏と明るい貧乏。うちは明るい貧乏だからよか。それも、最近

貧乏になったのと違うから、自信を持ちなさい。うちは先祖代々貧乏だから。 

第一、金持ちは大変と。いいものを食べたり、旅行に行ったり、忙しい。それに、いい服着て歩くから、こけ

る時も気ぃつけてこけないとダメだし。その点、貧乏で最初から汚い服着てたら、雨が降ろうが、地面に座ろう

が、こけようが、何してもいい。ああ、貧乏でよかった」 

（――辛い貧乏生活も、知恵で明るく乗り切っていたのですね） 

本当は、絶対に辛かったと思いますよ。でも見せなかったね、暗いところは。やっぱり七人も小さい子どもが

いる時に、自分が泣いたら子どもは終わっちゃうじゃないですか。だから絶対に泣くところは 

見せなかった。逆にケラケラ笑っていました。 

ご飯の時も、「こんなに食べるものがない家庭も珍しかばい」って笑うんですよ。僕もよく分からなかったけ

れど、笑うしかないから一緒に笑っていました。アハハハッて（笑）。 

とにかく命懸けで育ててもらったものね。大きくなるにつれて、そういう苦労がだんだん分かってくるんです。

いまになって気づくこともあるし。 

「飯食わんか」って言われて、「ばあちゃんは？」と聞くと、「食べた食べた、もう腹いっぱいになったから食

べな」と。 

でも、炊事場にはばあちゃんの箸がないもんね。あぁ、ばあちゃん食ってないやって。 

（――孫に食べさせるために……） 



・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・   

 そういうばあちゃんを周りのたくさんの人が応援していました。 

７人もの子どもを育てた上に、６０を越えても孫の僕を預かって 

苦労している大変な頑張り屋ということで、近所でも有名だったからね。 

例えば、豆腐屋さんが来るとばあちゃんはいつも僕に、売り物にならない 

崩れた豆腐を半額の５円で買わせにやっていたんです。ところが、崩れた豆腐が 

一つもない日があってね。家に戻ろうとすると、「あったよ！」って呼び止められ 

たんです。振り向くと、豆腐屋さんが手で豆腐をつぶすところがちらっと見えた。 

・  ・  ・  ・  ・  ・ 

そんなばあちゃんの人生観の中でも、僕がとりわけ影響を受けたのは、人を羨ましく思わない、という姿勢で

す。見えを張らないということ。これができたら人生どんなに楽か。 

（――人を羨ましがらず、見えを張らない） 

 はい。自分の分を過ぎたことを求めるから、余計な悩みを抱え込むんです。うちはこれでええねん、と言った

らそれでええんです。 

 ５０代のおっさんが一流企業をリストラになったら、コンビニでバイトでもすりゃいいんですよ。そのほうが

人間大きく見えるって。それをやりながら本当にやりたい仕事を探したらいいんです。家でふさいでおっても 

一文にもならんのだし。 

僕みたいに芸能界にいると、どうしても浮き沈みというのがあります。でも僕は全然平気。だって売れてチヤ

ホヤされている時だけが人生とは思わんしね。 

仕事がなくてバイトしてもいいんですよ。そうやって自分のやるべきことをちゃんとやっていたら、きっとま

たチャンスがやってくる。僕はそう信じているから。ばあちゃんも言っていました。 

「人間は死ぬまで夢を持て！その夢が叶わなくても、しょせん夢だから」って。 

 (――あぁ、死ぬまで夢を持てと) 

僕がばあちゃんとの暮らしの中で一番学んだのは、楽しく生きるすべじゃないかと思います。いまの人は、楽

しく生きるって案外難しいもんだと感じているんじゃないでしょうか。 

でも、人のことを羨ましがったり、見えを張ったりせず、自分の夢に向かってやるべきことをしっかりやって

いたら、誰もが明るく、楽しく過ごせるんじゃないかな。 

 

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・ 

 

 「佐賀のがばいばあちゃん」は映画化されたので、ご覧になった方もいらっしゃると思います。私は母が買っ

てきた本を読みました。今と違って女性が働こうにも仕事がなかった時代。そして電化製品が登場する前の女性

の家事労働は今と比べ物にならない程大変だったと思います。極貧の生活の中でも明るく振る舞うことのできた

このおばあちゃんに女性の真の強さを感じます。 

 今年自分が５０歳を過ぎ、今まで生きてきたよりも残りの人生の方が確実に少ないという現実を肌で感じるよ

うになり、いろいろと考えるようになりました。知識欲はまだ衰えていませんが、物欲はかなり少なくなり、人

と比べたり競争するということに意識が向かなくなりました。シンプルな暮らしと、精神的なゆとりと思索する

時間がほしいと切に思うこの頃です。 

また、親が死亡した後の片付けはとても大変で、それを手伝ってくれる業者さんもあるそうです。 

日常生活に必要なものは大して多くはありません。物を残して子供に迷惑をかけるより、生き方を残せたら、と

思います。 
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